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座学
　
　
昭
和
４
年
Ｈ
月
２８
日
、

文
　
　
東
京
の
世
田
谷
区
若
林
町
に

】Ｅ
　
　
一人
の
女
の
子
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

そ
の
子
の
名
前
は
”く
に
こ
‘

や
が
て
、
そ
の
女
の
子
は

物
語
の
母
に
な
る
の
で
し
た
。

こ
の
物
語
賦
、
一
人
の
女
の
子
が
、

物
語
の
母
に
な
る
ま
で
を
描
く
も
の
で
す
。

彼
女
が
見
つ
め
て
い
た
も
の
が
、

彼
女
に
染
み
込
み
、

い
つ
の
間
に
か
彼
女
自
身
と
な
り
、

言
葉
や
物
語
と
し
て

あ
ふ
れ
出
し
て
い
く
…
。

お
か
し
く
て
や
が
て
哀
し
い
、

物
曇
山
の
母
の
物
圭
Ш
。

角

野

卓

造

協力 bunko/ま まや

関

輝

雄

亀

田

佳

明

塩

田

朋

子

映
画
雑
誌
編
集

の
か
た
わ
ら
ラ
ジ

オ
、
テ
レ
ビ
の
台
本
を
書
き
始
め
、

「
寺
内
貫
太
郎

一
家
穴

Ｔ
Ｂ
Ｓ
）
、

「阿
修
羅

の
ご
と
く
」
「
あ
。
う
ん
」

廊

（
以
上
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）
な
ど
、
絶
妙
な
セ

製
　
リ
フ
、
巧
み
な
構
成
で
”向

田
ド
ラ

Ｆ

と
呼
ば
れ
記
憶

に
残
る
数
々

の
傑
作
を
生
み
出
し
た
。
エ
ッ
セ
イ

「父

の
詫
び
状
」
で
作

家
と
し
て
も
デ
ビ

ュ
ー
し
、
「花

の
名
前
」
「か
わ
う
そ
」
「犬

小
屋
」
で
は
第
８３
回
直
木
賞
を
受
賞
。
鋭

い
人
間
観
察
に
も

と
づ
く
描
写
の
巧
み
さ
が
今
な
お
高

い
評
価
を
得
て
い
る
。

山

本

郁

子

栗

田

桃

子

大

田

志

津

香

鬼

頭

典

子

鑑

賞

団

体

の
皆

様

ヘ

今
回

の
作
品
は
女
性

の
生
き
方

に
焦
点
を
当

て
た

「女

性

シ
リ
ー
ズ
」
の
第

一
弾
―
　
ト
ビ
キ
リ
素
敵
な
女
優

が
皆
様
に

笑
顔

“
と

一九
気

“
を
お
届
け
し
ま
す
！

現
在

で
も
多
く
の
フ
ア
ン
に
支
持
さ
れ
る
向
田
邦
子
さ
ん
の

青
春
時
代
を
モ
チ
ー
フ
に
、
だ
れ
も
が
通
り
過
ぎ
た
悩
み

多
く
冒
険
に
満
ち
た
時
代
を
改
め
て
振
り
返
る
こ
と
で
、

い
ま

の
自
分
が
少
し
誇
ら
し
く
思
え
る
よ
う
に
な
る
作

品

で
す
。
運
営
担
当
サ
ー
ク
ル
の
皆
様
は
じ
め
会
員

の

皆
様
と
共
に
、
元
気
が
み
な
ぎ
る
心
に
残
る
例
会
を
作

っ

て
ゆ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
期
待
下
さ
い
Ｈ

劇

評

か

ら

向

田

の
著
作

な
ど
を
引
き
な

が
ら
中
島
淳
彦

が
書

い
た

の

は
、
邦

子
が

も

の
書

き
と
し

て
歩

き

だ

す

ま

で

の
物

語
。

そ
れ
は
、
戦
争

を
挟

ん
だ
昭

和

の

「家

族
」
の
話

で

も

あ

る
。
豊

富

な

エ
ピ

ソ
ー
ド
が

次

々
と
繰

り
出

さ
れ
、
鵜
山

仁
演
出

は
笑

い
を
ち
り
ば

め

な
が
ら
、
舞

台

を
軽
快

に
運

ぶ
。
感
じ

の
い
い
、
楽

し

い
作

品

に
仕
上
が

っ
た
。

朝
日
新
聞

山

口
宏
子

増

岡

裕

子

向

田
邦

子

（
１

９

２
９
ヽ

１
９

８

１
）

装置石井強司 照明金 英秀 音楽り|1崎絵都夫

音響効果望月 勲 衣裳原まさみ 舞台監督三上 博

演出補所 奏 制作矢部修治

宣伝美術田辺智子 イラストホセ・フランキー

文学座ホームページ

http://www.bungakuza.com

蓼gig早 旭川市民劇場 10月 例会
10月 28日 (水)6:30

会場=旭川市民文化会館大ホール

本例会は青少年劇場例会です。
中学・高校′liを 無料 ご招待 します。テ レビや映画とは全く違 う、
日の前で演じられる、演劇ならではの感動や迫力や感じてみてくださし、,

申込・詳細は旭り市民劇場 (23-1655)ま で。29日 (ラ村 1:30


